
第３回府民力推進会議の開催結果の概要について 

 

１ 日 時 平成２１年７月２８日(火)１０時１５分～１２時１５分 

２ 場 所  府庁旧本館ＮＰＯパートナーシップセンター会議室 

３ 内 容   

（１）地域の公共人材づくり等財政面以外での支援について 

○これからは、市民としての公共心、地域づくりに必要な技術や知識を持つ人材が求められ

ている。コミュニケーション力、コーディネート力、ファシリテーション力を持ち、感受

性を持った人材を育成していくことが求められている。人間力が求められている。 

○既存スタッフのマネジメント能力等のスキルアップの講座がなかなかない。 

○講座は有料とし、お金を払ってでも学びたいという人材の養成が必要。 

○職を求めている人がミッション重視で雇用が不安定なNPOで働くというのは、難しいので

はないか。また、インターンシップ実施後、そのまま正社員として彼らを雇える体力のあ

るＮＰＯがどれほどあるか疑問。 これからは、課題解決を推進するために、NPO団体やそ

の事業を評価し、広く薄く支援すること以外に、優秀な事業を選別して、人件費も含めて

集中的に支援する形も必要ではないか。 

○人材育成は長期間かけて取り組むものという視点が必要。ＩＴなど自分の得意分野を活か

し、地域にどっぷりと浸かり貢献できる人材が必要。 

○講座を有料とすることは重要。これからはＮＰＯ、企業、行政の３者の協働に取組む人材

が求められる。 

○公共人材の育成の仕組みは、キャリア形成の場としては良いが、成果としての雇用につな

げるには知恵を絞る必要があるのではないか。 

○企業部門においては、企業単体で雇用するというよりも、経営者協会や中小企業組合等で

の雇用の可能性が高い。 

○雇用のマッチングセミナーなども実施する必要がある。 

○非効率なところでせめぎあいながら活動しており、専門家に入っていただくことは有用。 

○インターンした人が、地域に本当にマッチしているか検証する仕組みが必要。 

 

（２）中間支援組織の展望について 

○市民活動を支えるのは市民社会であるとの思いから、４月に市民が市民を応援するファン

ドを設立。行政に頼らない本当の協働社会の実現には民が民を支えるプラットフォームが

必要。 

○中間支援組織の役割が変わってきている。府パートナーシップセンターについては、「パ

ートナーシップ」ということにどのように特化できるか、市町村とのつながりをどうつく

っていくかという機能が求められているのではないか。 

○ＮＰＯには、労務管理、会計等のニーズはあるのか。経理や総務等の間接業務を集約する

シェアードサービスを行うようなＮＰＯを立ち上げるなどは考えられないか。 

○企業人が持つネットワークはＮＰＯにとって貴重なものなので、企業の中でＮＰＯに携わ

る人材が増えてほしい。 

○北部地域は情報の格差があるので、パートナーシップセンターの存在は有効。 



○府北部や南部地域の支援をどうするかが課題である。その際、パートナーシップセンター

は人材やノウハウを提供する「機能」として、活躍できるのではないか。 

○府と府民のパートナーシップをどうつないでいくかという観点から、府のパートナーシ 

ップセンターの役割を議論することが必要。 

 

（３）その他 

○短期間の査定で融資を受ける仕組みが必要。つなぎ資金を用意できるところだけが大きな

事業に取り組める。 

○事務的機能がしっかりし、人がしっかり動いているところを見極めることが必要。 

○地域の銀行と組むと中小企業との連携も期待できる。 

○持続可能な活動とするには、事業費の１０％くらいは間接経費として認めてもいいのでは

ないか。 

○人件費の考え方については、更に検討を進めたい。 
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